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研究目的と意義

乳がんや胃がんなどの治療に用いられる抗がん剤であるトラスツズマブは、初回に
infusion reaction（発熱やアレルギーなどの反応）を発現する頻度が高く,投与時
間は初回90分間と設定され,初回投与の忍容性が良好であれば2回目以降は30分間ま
で短縮できます。しかし,トラスツズマブ先行品からバイオ後続品へ切り替える際の
投与時間について検討された報告はありません。今回,先行品からバイオ後続品へ投
与時間30分間のまま切り替えた症例において, infusion reactionの発現状況を調査
し, 安全性に問題がないかを評価します。

●対象となる患者さん

2021年8～9月に, 当院にてトラスツズマブ先行品から後続3（バイオ後続品のうち3
番目に開発された製品）へ投与時間30分間のまま切り替えた患者さん

●利用する情報

診療録より、年齢、体重、投与量、使用レジメン、投与速度、 infusion reaction
の有無について抽出します。

●研究方法

上記の情報をカルテより収集し、下記について検討します。
トラスツズマブ先行品から後続3へ投与時間30分間のまま切り替えた症例において、
infusion reactionの発現状況を調査します。
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